

























































































































































































































		 「術数」とは古代中国で成立した陰陽・五行の数理に基づく吉凶判断であり、前近代を通じて東アジアの国々に広く伝播し、それぞれの社会に深く浸透してゆくことで、それぞれの民族文化の形成にも強い影響を与えた。しか ながら、主に議論される は中国で ・展開の問題であり、 「術数文化」の諸国・諸地域への伝播・展開について論じられることはさほど多くはない。そのため、昨年 本研究所第
57回
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